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就任のご挨拶 
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昭和大学病院 昭和大学病院附属東病院 

呼吸器外科 診療科長 武井
た け い

 秀史
ひでふみ

 

2019 年 4 月 1 日付けで昭和大学病院呼吸器外科診療科長に着任いた

しました武井秀史（たけいひでふみ）です。呼吸器外科領域の診療を通し

て、地域に根ざした医療を推進し、昭和大学病院呼吸器外科を中核施設とし

て更に発展させていきたいと思っております。昨今では医療の専門化、細分

化が進んでいますが、関連する診療科および多職種を含めたチーム医療を

推進し、患者さんにとって安心・安全で快適な医療を提供してまいります。 

呼吸器外科では原発性肺がんや転移性肺腫瘍を中心とする肺悪性腫瘍、良性肺疾患、縦隔腫瘍、さらに

近年増加傾向にある悪性胸膜中皮腫、胸壁腫瘍、また、若年男性に多い自然気胸、膿胸などに対する外科

治療を中心に診療を行っています｡ 

がんに対する薬物治療の進歩はめざましく、手術と薬物療法、放射線治療を組み合わせた集学的治療は

肺がん治療において欠くことのできない重要な治療方法です。昭和大学病院の最大の強みは、肺がん治療

に関わる診療科（呼吸器外科、呼吸器・アレルギー内科、腫瘍内科、放射線科、放射線治療科）の連携が

綿密であることであり、患者さんお一人お一人にとって最善の治療を、昭和大学病院一丸となって提供し

ています。 

患者さんに寄り添い、患者さんとともに病気の治療を行うプロフェッショナルの育成、先進医療の推進

を行いながら診療にあたってまいります。 

神奈川県茅ヶ崎市出身 

1993 年 

浜松医科大学卒業 

1993 年～1994 年  

浜松医科大学第 1外科 

1994 年～1996 年  

国立東静病院（現 静岡医療センター）外科 

1996 年～2001 年  

国立がんセンター中央病院 呼吸器外科 

2001 年～2004 年  

横浜労災病院 呼吸器外科 

2004 年～2019 年  

杏林大学 外科（呼吸器・甲状腺） 

2019 年～   

昭和大学病院 呼吸器外科 

◆趣味◆ 

天体観測、将棋、（最近頻度が減っていますが）ソフトテニス 

診療科の今後の方針 

◆好きな言葉 その1◆ 

「やりはじめないと、やる気は出ない」 

東京大学池谷裕二先生の言葉です。何事もやり始めると集中力が高

まり気分が乗ってくるそうです。どんなことでも、まず、取りかか

ることが大切と思っています。 

◆好きな言葉 その2◆ 

「武士道」 
新渡戸稲造の著書タイトルです。明治時代の日本人の心構えが書か

れていますが、惻隠の情など医師としての規範に通じるものがある

と思っています。 
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就任のご挨拶 緩和医療科 診療科長 岡本
おかもと

 健
けん

一郎
いちろう

 

 2007 年から昭和大学横浜市北部病院で緩和医療科および緩和医療チーム

の立ち上げに携わり、2019 年 3 月に教授定年退職後、昭和大学病院緩和医

療科の樋口診療科長の後任として赴任しました。 

 樋口先生のご尽力もあり、緩和医療チームへの依頼の垣根はすでに低く、た

くさんの依頼を頂いており、どのように質を確保していくかが課題であると思

っております。同時に人員を確保し、さらにたくさん依頼して頂けるように、

スクリーニングの活用や、がん患者に限らず、ICU、CCU、HCU 患者の呼吸

困難や痛みといった苦痛の緩和にも積極的に関わっていきたいと思います。 

1953年6月3日生  

 1980年3月  

 1980年6月   

 1994年7月  

 2007年12月  

 2010年4月  

 

 2012年2月  

 2019年3月  

 2019年4月  

織田信長、勝海舟：先見の明をもって、多大な困難に挫けず対処していった人物 

◆あなたにとって医療人とは◆ 
苦痛をかかえた一人の人として患者を共感的かつ冷静に診ることが出来る人 

昭和大学の理念にも謳われているチーム医療の推進の中で、多職種からなる昭和大学病院の緩和医

療チームの内部および他の医療者とのさらなる有機的かつ効率的な連携を目指してまいります。加え

て、孤立しやすい昭和大学の各附属病院の緩和医療チーム間の密なる連携を構築することで、それぞ

れの附属病院の特徴を生かした緩和医療チームの発展に寄与し、同じ昭和大学である横浜市北部病院

の緩和ケア病棟を有効利用できるようにしていきたいと思います。 

また、昭和大学病院と近隣の医療施設との緩和医療に関わる病診連携と病病連携を推進し、それぞ

れに有益な関係性の構築にも努めてまいります。 

全国的に緩和医療に携わる医師不足の中、しっかりした教育、研究体制のもと、人材の発掘と育成

を担っていきたいと思います。 

診療科の今後の方針 

◆人生で最も尊敬する人物◆ 

大阪府生まれ 

昭和大学医学部卒業 

昭和大学医学部麻酔科学教室 入局 

講師 

横浜市北部病院麻酔科 准教授 

横浜市北部病院緩和医療科 

准教授、診療科責任者、緩和医療チーム責任者 

緩和医療科 教授 

教授定年退職 

昭和大学病院緩和医療科 

特任教授、診療科長、緩和ケアセンター長 
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○○と言えば昭和大学病院 

 

私達の強み 

と言えば 

特徴１：豊富な手術･治療経験 

  乳がん手術を年間 500 件以上行う、全国でも有数の大学病院です。また、ブレストセンター内 

にマンモグラフィ・超音波検査室があるため、診察と同日に検査が可能です。 

 

特徴２：遺伝性乳がんに対する治療 

遺伝カウンセラーが常駐しており、遺伝カウンセリングや、遺伝子検査を実施。遺伝性乳がん 

を疑う症例の経験も豊富です。 

 

特徴３：患者さんに合わせたオーダーメイド医療 

放射線治療科と SAVI を用いた乳房温存手術＋放射線治療、形成外科と連携し人工乳房による 

再建術など、患者さん個々の状態に合わせた医療を提供しています。 

｢乳がん｣ 

 

予約制にてセカンドオピニオンもお受けしています。 

医療連携室までお電話ください。 

『乳がん手術数 全国９位・関東６位』 

朝日出版 

「手術数でわかる 

いい病院 2019」 

に掲載されました 

乳腺外科 診療科長 

中村 清吾(1982 年 千葉大学

卒 
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 乳腺外科 診療科長 

中村 清吾 

＜答えてくれたのはこの方＞ 

乳がん手術後後における乳房再建術（乳腺外科） Topics! 最新医療 

その他にも、「乳輪乳頭の再建術」、「健側乳房つり上げ

手術(自費診療)」、「脂肪注入(自費診療)」など、 

女性にとって乳房とは単なる臓器ではありません。女

性としてあるべき形を司る大切なものです。「自分らし

さ」を取り戻すために、「乳腺外科」と「形成外科」が

チームとなり患者さんに合わせたオーダーメイド医療を

提供します。 

 一次再建：最初の手術を乳がん切除と同時に行う  

二次再建：乳がん切除後しばらくしてから最初の手術を行う 

一期再建：１回の手術で終わる  

二期再建：２回必要 

当院で行っている方法の多くは「一次・二期再建」です。まずは「乳がん切除手術と同時に」エキスパン

ダーを挿入します。その後６ヶ月から１年おいてから２回目の手術に臨みます。シリコンインプラントもし

くは自家組織による再建は２度目の手術で行います。 

※胸の小さい患者さんの場合は最初からインプラントを挿入する一次再建が可能な場合もあります。 

また、自家組織による再建も乳がん切除と同時に行う事も可能です。外来で医師と相談のうえ決定します。 

乳がん手術によって失われた乳房の形をもとの形に近づける手術です。また、乳房再建には 2種類あり、

大きく分けると自分のお腹などの組織を使う「自家組織による再建方法」と、シリコンインプラントなど

「人工物を使う再建方法」があります。 

１、自家組織による再建 

ご自分の体の組織を使って乳房を作ります。 

背中や腹部の皮膚や脂肪、筋肉を用いた 

手術になります。入院期間は２〜４週間です。 

２、人工物による再建（右記図） 

 まずは乳がん切除と同時に、エキスパンダー 

と呼ばれる組織拡張器を挿入しておきます。 

その後半年から１年後にインプラントと 

呼ばれるシリコンでできた人工乳房を 

挿入します。 

「乳房再建」とは何ですか？ 

いつ､どのように手術はおこなわれますか？ 
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患者さんからよく聞かれる質問で、「ジェネリック薬品って最近よく

耳にするけどちゃんと効くの？」と質問されます。ジェネリックとは

「一般的な」という意味で、「ジェネリック医薬品」とは一般的に広く使用され、

効能や安全性が確立された医薬品の事を意味します。 国家予算の中で年々医療

費が膨らみ続けている昨今ジェネリック医薬品は医療費削減の効果があると期

待されており、国も使用を推進しているお薬です。 

開催報告 

報告 2018 年度職務満足度調査結果報告 

 

中国医師団見学報告 放射線治療科・腫瘍内科 

【当日の様子】 

昭和大学統括部長会主催による２０１８年度職務満足度調査を下記の通り、実施いたしました。職員の

満足度を的確に把握し、職場環境の改善を行い、職員にとって魅力ある仕事や働きやすい職場環境づくり

に取り組んでおります。 

 

１．目的 

職員に向けた「職務満足度調査」を実施し、年間の組織活動の成果と課題について検討する。 

 

２．概要 

１）調査対象者：全病院職員（研修医・委託職員・派遣職員含む） 

２）調査期間 ：2018 年 11 月5 日（月）～11月 30日（金） 

３）回答方法 ：Web 回答または紙回答 

 

３．集計数（昭和大学病院・東病院） 

病院名 対象者 回答者 回答率 

昭和大学病院 2,153 1,654 76.8% 

東病院 331 221 66.8% 

 

４．調査結果 

   病院職員のみ閲覧可能な専用サイトにて公開しております。 

 

4 月 17 日（水）に、中国より腫瘍科医師団43名が、腫瘍治療先端技術に関する学術交流のため

来日されました。 

放射線治療科の伊藤教授、及び、腫瘍内科の角田教授、吉村教授、和田教授による講演後、その内

容について質疑応答が行われました。 

また、当院の腫瘍センターと放射線治療室を見学され、化学療法のベッド周りや放射線治療用機器

等に興味を持たれていました。 

（5 月15 日（水）にも同様に中国医師団が来日され、交流会を実施いたしました。） 

当院の診療体制の取り組みが、国際医療に貢献できることを期待しています。 

【集合写真】 【放射線治療科 講演】 
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看護の日 開催報告 

報告 荏原警察署からの表彰～総合受付職員～ 

2019 年 4 月16日（火）、昭和大学病院中央棟 7階応接室

にて、ICU で働く看護師に対して板橋病院長から感謝状と記念

品が贈呈されました。 

 これは、2019 年3 月 6 日（水）、病院近くの公道で、路上

に倒れていた急病人の初期対応を実施したことに対する、昭和

大学病院板橋病院長からの感謝の気持ちを表して実施されたも

のとなります。 

看護の日 

 2019 年4 月 15 日（月）、昭和大学病院中央棟7 階応接室

にて、当院職員に対する荏原警察署からの感謝状贈呈が行われ

ました。 

 これは、2019 年 4 月 3 日（水）13:30 頃、昭和大学病院

中央棟 1 階総合受付の職員が、院内の ATM にて電話を掛けな

がら振り込みをしていた方にお声掛けをしたことにより、特殊

詐欺（振り込め詐欺）の被害を未然に防いだことに対しての、荏

原警察署からの感謝状となっております。 

 昭和大学病院に対しても感謝状とともに、「警視庁特殊詐欺被

害防止アドバイザー」の委嘱状が贈呈され、任命を受けました。 

です。近代看護を築いたフローレンス・ナイチンゲールの

誕生日に由来しています。また、看護の心や助け合いの心を老若男女問わず、誰もが育むきっ

かけとなるようにと制定されました。 

看護の日にあやかり、5月 15 日（水）に看護師が大学病院、附属東病院の正面玄関に立っ

てウェットティッシュを配りました。お天気にも恵まれ、当院看護師も患者さんとの交流をは

かることができました。 

大学病院正面玄関にて 当日配布した 
ウェットティッシュ 

報告 板橋病院長からの表彰～看護師～ 

集合写真 
（左から：三邉病院担当理事、荏原警察署長 五十嵐 様、 

総合受付職員 河野さん、板橋病院長、昭友商事株式会社 片桐代表取締役） 

集合写真 
（左から：三邉病院担当理事、山下看護師、板橋病院長、荒川看護部長） 

～活動の様子～ 
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ご意見・ご要望 回答 
回答

部署 

義兄が初めて入院しました。入院・検

査・点滴と初めての事だらけで不安でした

が、どんなことにも笑顔で優しく、丁寧に

対応して下さる看護師さんに感謝、感謝で

す。見舞客にも椅子を勧めて下さり何と言

っていいのか頭が下がりました。笑顔で優

しい看護師さんたちから若いエネルギーを

頂き、義兄も元気に退院できました。 

本当にありがとうございました。 

 この度は、あたたかいお言葉を頂きありがとうござ

います。不安等もあったかと思いますが、そのような

中私どもに感謝の言葉を頂き、スタッフ一同大変嬉し

く、また今後の励みになりました。 

 これからも安心して入院してもらえますよう、スタ

ッフ一同努めてまいります。 

看
護
部 

手術前日の麻酔の説明を病室で行う際、

口頭での個人情報の扱いに違和感を抱きま

した。他の方にも不快だと思いますし、ス

トレスや心が落ち着かないときに過去の病

気のことを話す必要があるのでしょうか。 

今回は不快な思いをされたこと大変申し訳ございま

せん。手術前日という心が落ち着かない時の個人情報

の取り扱いには、もっと配慮をすべきであったと考え

ます。 

全身麻酔は体に大きな負担がかかります。それを安

全に施行するためには、十分な情報を収集し万全の体

制で臨む必要があります。過去の病気は、大変重要な

情報であるため必ず伺わなくてはなりません。今後は

患者の皆様が不快に感じないように場所やタイミング

を考えて情報を伺います。 

貴重なご意見ありがとうございました。 

麻
酔
科 

患者さんのご意見・ご要望 
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２０１９年6月掲載分

ご意見・ご要望の内訳

昭和大学病院・東病院総件数

74件

態度・接遇
診療内容
予約
待ち時間
食事
会計システム
売店
環境（清掃･設備備品･エレベーター)
環境（駐車場)
感謝
その他

63

84

68

97

82

65

78 77
76 72

106

67

74

件

20件

40件

60件

80件

100件

120件

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

2019年度ご意見・ご要望の推移

大学病院・東病院（2018年度）

大学病院・東病院（2019年度）
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ご意見・ご要望につきましては、メールアドレス：tayori@ofc.showa-u.ac.jp までお願いいたします。 

病院広報委員会委員： 稲垣 克記、大嶽 浩司、岡崎 靖子、五藤 哲、佐藤 久弥、白井 敦、鈴木 隆、 

鷲見 賢司、富田 英、中村 清吾、樋口 恵子、水庭 隆史、山岸 昌一、結城 祐磨、

吉田 仁、渡辺 愛理、渡邊 聡（50 音順） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記 

昭和大学病院・附属東病院の理念 昭和大学病院・附属東病院の基本方針 

・患者本位の医療 

・高度医療の推進 

・医療人の育成 

・患者さんと共にチーム医療を実践する。 

・特定機能病院及び地域の基幹病院として高度急性期医療を推進

し、質の高い医療を提供する。 

・教育病院としての機能を充実し、質の高い医療人の育成を行う。 

・人間の尊厳及び人権を守りつつ、高度な臨床研究を実践する。 

 

開催中止 第 1 回医療連携の会の開催中止のお知らせ 

 
薬剤部 白井

し ら い

 敦
あつし

 

気象情報で耳にする二十四節季では、今年は6 月6日が芒種、6 月22 日が夏至とのことです。夏至

はまだ梅雨の真っ只中、蝉はまだ鳴き始めていないなど、元々中国由来のため、馴染みのない節季もあ

り、日本で体感する気候とは季節感が異なりますが、四季があるゆえに暦、気候に沿った目安と思うと、

これからの季節、じめじめ感や暑さも折々の移ろいの一つ、風情と捉えられるでしょうか。この病院だ

よりを読まれる方々に、少しでも季節を感じていただけますと幸いです。 

お知らせ 医師の配属・異動について 

新規配属医師 

 【附属施設から】 

・宮邉 健太（形成外科） （藤が丘病院 形成外科から） 2019年 6 月1 日付 

異動 

 【附属施設へ】 

・平松 綾（泌尿器科） （横浜市北部病院 泌尿器科へ） 2019 年 6 月1 日付 

・吉沢 あゆは（乳腺外科） （江東豊洲病院 乳腺外科へ） 2019 年 6 月1 日付 

・宇都宮 裕己（形成外科） （江東豊洲病院 一般救急外科・形成外科へ） 2019 年 6 月1 日付 

・池田 有理（産婦人科） （藤が丘病院 産婦人科へ） 2019 年 6 月10 日付 

前号の病院便りにて『第 1回昭和大学病院・昭和大学病院附属東病院 医療連携の会』を下記の日時

で開催のご案内をしておりましたが、諸般の事情により中止とさせていただくこととなりました。 

ご迷惑をお掛けして大変申し訳ございませんが、ご理解いただきますようお願い申し上げます。 

1．日 時  ２０１９年６月２９日（土）17：00～20：00 

2．参加対象者  医療従事者対象 

 3．問い合わせ先 医療連携室：03-3784-8400 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%8F%E8%87%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%8F%E8%87%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%A2%85%E9%9B%A8
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%9D%89

